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食品安全
共に考えよう

☎ 03-6234-1177
食の安全
ダイヤル

10:00～12:00／13:30～17:00 （土・日・祝日、年末年始を除く）

メール窓口 https://form.cao.go.jp/shokuhin/opinion-0001.html

食品安全委員会では、食品の安全性に関する知識・理解を深めていただくために様々な形で情報発信を行っています。

食品の安全性に関する知識・理解を深めていただくために

ホームページ https://www.fsc.go.jp/ 食品安全委員会 検　索

https://www.fsc.go.jp/
sonota/sns/facebook.html

Facebook

 https://www.fsc.go.jp/
sonota/sns/twitter.html

Twitter

https://www.fsc.go.jp/
official_blog.html

ブログ

https://www.fsc.go.jp/
visual/youtube.html

YouTube

https://www.fsc.go.jp/
e-mailmagazine/

メールマガジン

ホームページ

「お母さんになるあなたと周りの人たちへ」公開

英文電子ジャーナル

　厚生労働省の「日本人の食事摂取基準」が
2020年版に改訂され、また厚生労働省の「妊娠
前から始める妊婦のための食生活指針」が2021
年３月に改正されたことを受けて、2009年より作
成していた「お母さんになるあなたへ」というリー
フレットを見直し、その更新版を公開しました。
　「避けるべきものを避け、それ以外は加熱・手
洗いなど食中毒予防の基本をおさえましょう。同
じものを食べ続けたりせず、いろいろなものをバ
ランスよく食べましょう。」がキーメッセージです。
　当委員会には、食品添加物や農薬を心配され
る母親の声も寄せられていることから、食品添加
物と農薬の安全性の確保に関する解説や、食品
安全の問題は摂取する量が重要であることも掲
載しています。
　また、本リーフレットのトピックスから、特に注
意すべき点についてわかりやすく解説する動画

「気をつけたい妊娠中の食事」として、(１)生ハム、
加熱していないナチュラルチーズなど、(２)加熱不
十分な肉〔寄生虫（トキソプラズマ）〕」の２本を公
開しました。リーフレットと合わせてご覧ください。

食品安全委員会は、四半期毎に、英 文電子
ジャーナル「Food Safety」を発行しています。   
英語で、食品安全に関する各種論文や、食品安
全委員会が取りまとめた食品健康影響評価の内
容等を掲載しています。

英文電子ジャーナル「Food  Safety」
https://www.fsc.go.jp/food_Sa
fety_official_journal.html

以下のURLまたは右のQRコード
より記事の参照およびPDF版の
ダウンロードが出来ます。
https://www.fsc.go.jp/okaasan.html
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－食品安全委員会　これまでの20年とこれからの10年－

に合わせて食品の安全を巡る問題は今後も様々な形で
発生してくると考えています。そのような中で、「国民の
健康保護が第一」という命題にしっかり応えることがで
きるように、食品安全委員会のあゆみを進めていくこと
が重要です。
また、食品安全行政にリスクアナリシス（リスク分析）
の考えが取り入れられてから20年になりますが、この考
え方は確実に定着してきたと思います。重要なことは、
今後の世の中と食品の安全に係る変化に対して、食品安
全委員会としてどう応えていくか、過去20年の取り組み
の糧を次の10年にどう生かしていくか、そのことをこの節
目の年に大いに考え、今後のビジョンとして描くことと考
えています。

01 「食品安全」発刊60号

食品安全委員会は本年７月に設立20周年を迎え、こ
の広報誌「食品安全」は発刊第60号を数えることとなり
ました。これらはひとえに、食品安全行政にご支援とご
協力をいただいている皆様と本誌読者のおかげです。心
より感謝申し上げます。

はじめに

ひとつ前の節目、10周年はというと、「食品安全」は第
36号（2013年（平成25年）10月発行）でした。そこから
振り返りましても、実にいろいろな出来事があったと思
います。
この10年、牛肉や豚肉の生食の規格基準、加熱時に

生じるアクリルアミド、牛海綿状脳症（BSE）国内対策の
見直し、アレルゲンを含む食品（卵）など、私たちの食生
活に密着した事項に関する評価を行ってきました。この
ほか、添加物、農薬、動物用医薬品、器具・容器包装、
汚染物質等、微生物・ウイルス、かび毒・自然毒、遺伝
子組換え食品等、新開発食品、肥料・飼料等、薬剤耐性
菌、などの食品健康影響評価を着実に進め、設立から
20年の評価実績は延べ3,000件を超えているところです。
近年では、新型コロナウイルス感染症が世界を席巻

し、コロナ禍におかれた3年間ではありましたが、いち早
くWeb会議システムを導入するなどして、リスク評価のあ
ゆみを止めることなく進めてまいりました。

この10年に寄せて

食品安全委員会は20年の経験を経て、リスクアナリシ
スの枠組みの中で重要な役割を果たすことができてき
ていると思います。今後も食品健康影響評価を科学的
根拠に基づき中立公正に行っていく所存です。
なお、現在世界的にも新しいリスク評価手法が取り入
れられてきており、食品安全委員会も取り入れていくべ
きであると思います。また、 in  silico※手法の導入、微生
物分野での予測微生物学や定量的リスク評価の取り組
み、そしてデジタルトランスフォーメーションやAIなどの
導入も検討していく必要があると考えています。
一方、食品安全委員会からの情報発信を含めたリスク
コミュニケーションはさらに強化していくべきと考えます。
また、本広報誌、Webサイト、SNS等の様々な媒体を通
じた情報提供も積極的に行っていきたいと考えています。
これからも食品の安全を確保するために食品安全委
員会は努力してまいります。皆様方のご理解、ご協力を
よろしくお願いいたします。

最後に

食品安全委員会ができてから20年、食品の安全をめ
ぐる状況は常に変化してきました。そして世の中の変化

これからの10年へ

　広報誌「食品安全」は、内閣府食品安全委員会が
発足して２年目、2004年７月に創刊されました。国
民の皆様に食品の安全について積極的に考えていた
だきたい。そして、食品安全委員会は食品の安全と皆
様をつなぐ懸け橋となり、もっと信頼される組織にな
らなければ……。そんな願いを込めた創刊でした。

山本  茂貴

委員長
やま もと しげ き

2004 年（平成16年）７月

食品安全委員会の組織、リス
ク評価の仕組み、食中毒
(O157、リステリア)など

第１号 [創刊号] 第36号 [10周年]第26号

2011年(平成 23年)３月

東日本大震災発生を受け、食
品中の放射性物質に関する緊
急取りまとめなど

第48号

2013 年 (平成 25年 )７月

委員会設立10周年を受け、
業務実績やあゆみなど

第55号 [年誌へ]

2016 年 (平成 28年 )10月

委員会設立の契機となった牛
海綿状脳症（BSE）国内対策
の見直しに係る食品健康影響
評価など

第59号

2018 年（平成 30年）10月

この号から年誌となり、食品
安全委員会の１年の活動紹介

2022年 (令和 4年 )７月

食品安全委員会の活動紹介に
加え、巻頭特集として、委員長
のインタビューや海外情報の
収集といった業務紹介を掲載

※：in silico（イン・シリコ）「シリコン内（コンピュータ上）で」と
いう意味。これまでに蓄積されたデータをもとに、化学物質の
作用、安全性や有効性等をコンピューター上で予測、評価する
ような場合に使われる。
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食品安全委員会は、食品の安全性を確保するため、国民の健康保護が最も重要であるという基本認
識の下、規制や指導等のリスク管理を行う関係行政機関から独立して、科学的知見に基づき客観的か
つ中立公正にリスク評価を行う機関です。食品安全委員会は、山本委員長はじめ各分野の専門家であ
る７名の委員から構成されています。

小野座長　農薬の場合、現在５つの専門調査会があり、
調査会ごとに各分野の専門家で審議を行っています。
私は一般毒性が専門ですが、病理や生殖発生毒性、遺
伝毒性、植物代謝、動物代謝、近年では疫学の専門家
にも入っていただいています。
松永委員　段ボール何箱分にもなるような膨大なデー
タを細かく見ていただいていると聞いています。
小野座長　そうですね。今は段ボールではなくてDVD
になりましたが、確かに資料は多いです。でも、私も含
めて専門委員は、すべてのデータを見た上で評価して
います。大変ですが、専門家はそれぞれバックグラウン
ドがあり、普段からデータを見慣れていて、見るべきポ
イントも分かっているので、一般の人が思うほどではな
いかもしれません。
　議論の過程で、違う分野の専門家の考え方を知って
評価をすることは、専門家にとっては楽しいというか、
学ぶところがあります。私は一般毒性を見ているのです
が、例えば代謝試験について専門家から解説を聞いて
毒性の出方を改めて見ると、自分の評価にプラスにな
るところがあります。だから、いろいろな分野の専門家
がいて評価が成り立っているんだと思います。
松永委員　多様な専門家の議論を座長としてまとめあ
げるのは大変でしょう。
小野座長　そうですね。ただ、議論が集約しない場合
でも、専門委員には自身の考えをしっかり発言して十分
に議論してもらいます。データが足りないという意見が

専門調査会では、
どのように議論しているのでしょうか。

出た場合には、評価を諮問したリスク管理機関に追加
のデータを要求することもあります。事務局の方には申
し訳ないですが、議論が集約しない場合は、次回に持
ち越しても仕方ないと思ってやっています。一方で、評
価結果を待っている人たちもいるので、なるべく早く評
価結果を出すことも必要です。
山本委員長　専門調査会で評価書案がまとめられた
後に、食品安全委員会でも７人の委員が議論します。
７人はそれぞれ担当分野があり、担当の調査会に出席
します。たとえば、農薬の担当は浅野哲委員で、浅野委
員は、専門調査会に出席して議論の流れを把握してお
り、ほかの委員に評価書の概要を説明し質疑が行われ
ます。国民の意見・情報を募集する「パブリックコメン
ト」も、新しい農薬成分について評価書をまとめた時や、
以前の評価を再検討して内容が大きく変わった場合な
どに実施し、最終的な評価がまとまります。
　評価書は、委員会としての考えや科学的な根拠を示す
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食品安全委員会　
委員長及び委員の紹介 専門分野 公衆衛生学

徳島大学医学部医学科卒業後、医学博
士（徳島大学）。京都大学医学部臨床教授。国
立循環器病センター臨床栄養部医長、地方独
立行政法人静岡市立静岡病院理事兼副病院長
兼内分 泌代 謝内科主任科長を経て、2021年    
７月より食品安全委員会委員。

脇  昌子

経 歴

委員
わき まさ こ

お茶の水女子大学大学院家政学研究
科修士課程修了後、学術博士（お茶の水女子大
学）、お茶の水女子大学基幹研究院教授を経て、
同大学名誉教授。2018年７月より食品安全委
員会委員（非常勤）。

香西  みどり
専門分野 消費者意識、消費行動（調理科学）

経 歴

委員
か さい

専門分野 リスクコミュニケーション

京都大学大学院農学研究科修士課程
修了後、株式会社毎日新聞社記者を経て、科学
ジャーナリストとして活動。2021年７月より食
品安全委員会委員（非常勤)。

松永  和紀

経 歴

委員
まつ なが わ き

東京大学大学院農学系研究科修士課
程修了後、農学博士（東京大学）、（独）農研
機構食品総合研究所食品分析研究領域長、日
本獣医生命科学大学応用生命科学部教授を
経て、同大学名誉教授。2018年７月より食品
安全委員会委員（非常勤）。

吉田  充
専門分野 食品の生産・流通（生物有機化学）

経 歴

委員
よし だ みつる

東京大学大学院薬学系研究科修士課
程修了後、薬学博士（東京大学）、国立衛生
試験所（現国立医薬品食品衛生研究所）入所、
薬理部、病理部、生物薬品部、薬品部、副所
長、所長を経て、2018年７月より食品安全委
員会委員。

川西  徹
専門分野 化学物質専門分野 化学物質

経 歴

委員
かわ にし とおる

富山医科薬科大学大学院薬学研究科
博士前期（修士）課程修了後、医学博士（横
浜市立大学）帝人株式会社医薬開発研究所グ
ループ統括、グラクソ・スミスクライン株式会
社筑波研究所マネージャー、国際医療福祉大
学薬学部教授を経て、2021年７月より食品安
全委員会委員。

浅野  哲
専門分野 毒性学

経 歴

委員
あさ の さとし

食品安全委員会の構成
リスク評価のリアル　　

食品健 康 影 響 評 価（リスク評 価 ）は、様々
な専門家で 組 織する専門 調 査 会で議 論され
た後、食品安全委員会で決 定され、評価書と
してまとまります。今回は、一 般の方にはあま
り知られていない専門調査会の様子を、山本
茂貴委員長と農 薬 第一専門 調 査 会及び農 薬
第四専門調査会の小野敦座長に語っていただ
きました。

　　　  【インタビュアー：松永和紀委員】

国立衛生試験所（現国立医薬品食品衛生研究所）、
厚生労働省医薬食品局、医薬基盤研究所などの勤務
を経て、現職は岡山大学学術研究院・医歯薬学域・薬
学系教授。薬学博士。2012年（平成24年）から食品安
全委員会農薬専門調査会の専門委員、2021年（令和
３年）から農薬第一専門調査会座長、農薬第四専門
調査会座長を務める。

小野  敦
東京大学大学院農学系研究科

獣医学専攻修士課程修了後、農学博士
（東京大学）、国立医薬品食品衛生研
究所食品衛生管理部長、東海大学海洋
学部教授を経て、2017年１月より食品
安全委員会委員、2021年７月より食品
安全委員会委員長。

山本  茂貴
専門分野 微生物学

経 歴

委員長
やま もと しげ き

－ 専門調査会座長に聞く －　－ 専門調査会座長に聞く －　
合意が得られるまで議論を尽くす

お の あつし

■ 栄養成分関連添加物WG
■ 香料WG
■ 薬剤耐性菌に関するWG
■ 評価技術企画WG
■ ぶどう酒の製造に用いる添加物に関するWG
■ 有機フッ素化合物（PFAS）WG

■ 企画等専門調査会 　■ 微生物・ウイルス専門調査会
■ 添加物専門調査会 　■ プリオン専門調査会
■ 農薬（第一～第五）専門調査会 　■ かび毒・自然毒等専門調査会
■ 動物用医薬品専門調査会 　■ 遺伝子組換え食品等専門調査会
■ 器具・容器包装専門調査会 　■ 新開発食品専門調査会
■ 汚染物質等専門調査会 　■ 肥料・飼料等専門調査会

専門調査会 ワーキンググループ（WG）［2023年４月現在］

委員会の下に16の専門調査会を設置し、専門的な検 討を進めています。また、特定の分野について集中的に
審議を行う必要がある場合には、ワーキンググループ（WG）を設置し検討します。
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